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人工知能は人を脳による知的労働や身体的肉体労働から解放する技術であり、戦争で働

く兵士の仕事も労働であれば、いずれ人工知能から戦争労働から開放されると考えられ

る。このような考えに基づき、人工知能の軍事の大規模軍事運用は歴史の必然となる可能

性が高いであり、人工知能兵器によって大きな人的や経済的損失が現れ、エスカレートす

ると推測する。しかしながら、人工知能は戦争での運用によって多様な可能性が現れ、人

の無い戦場や人を殺さずの戦場も作り上げる可能性がある。しかも、これは戦場における

不信や憎しみが無い人工知能しか出来ない行為であり、人工知能の軍事運用は方法によっ

て人々の今まで解決できない戦争による憎しみの連鎖まで断ち切れる可能性がある。

人工知能とロボットは発明される以来、人々を知的労働や身体的労働から解放しており、

人々の生活や各産業に積極的に使われるようになっている。掃除ロボットや人工知能によ

るロボット支援手術が次々は現れるように、人工知能は人々の生活や各産業を変えていく

社会現象まで始めていると言っても過言ではないである。大勢の人々が人工知能の魅力を

感じており、これからの世界に人々の生活や多くの専業においては人工知能が不可欠と言

われる中で人工知能の脅威性を感じる人もいた。例えば、2018 年 3 月に無くなった天才

物理学者ホーキング博士から残った遺言の一つは「人工知能が人類を滅ぼすかもしれな

い」と言う恐ろしい予言を残した。特に、軍事分野においては、国連はすでに自律殺傷兵

器を道徳や法的な視点から、禁止する動きを始めている。

本論文は人工知能の発展歴史から、主に文献研究の形で研究する予定である。人工知能の

現状をきっかけに、まず人工知能とは何かを定義する。そして、人工知能の発展史や軍事

運用史から、人工知能の歴史を見る。さらに、人工知能の現時点の技術発展方向を紹介し、

それと人工知能の運用史に基づいてこれからの人工知能の発展をある程度予測するつも

りである。最終的に、その予測に基づいて、人工知能は必ずより戦争をエスカレート化す

る理論に繋がる予定である。しかし、戦争をエスカレートの中になぜ、人間の選択によ っ

て他の可能性を導き出す可能性も紹介し、結局人工知能は人間脅威論も人間の運用方法次

第である可能性が高く、禁止より制限や参加人数を極めて少ないような戦争にした方がい

いと主張したいと考えている。

人工知能はいつも人間が与えた使命に特化されており、これからの戦闘用ロボットは標

的を殲滅することに特化される。標的を殲滅することに特化された人工知能は精神の不安

定がないと言う一種の理想名兵士として戦場での戦闘技能が人間より上回る可能性もあ

り、人工知能による戦術や戦略の知的計画もより効率敵を殲滅の目的のために立てるよう

になるまで可能性がある。特に、チェスや囲碁は戦争の模擬ゲームであれば、人工知能は

戦争で活躍可能性も十分あると考えられる。これからの戦場は人工知能の参加によってよ

り、これから人工知能が現れる戦場では人間にとってのリスクがより高くなる。なにより、

人工知能の軍事運用によって、兵士の育ちは 20 年から数年から数ヶ月あるいは数日まで

短縮する可能性があり、戦争の規模が国の人口ではなく生産力となる。最終的に、人工知

能兵器によってよりエスカレートなり、これからの無人戦争は第二次世界大戦より遥かに

高い戦争規模となると考えられる。例え、核兵器を使えるとしても前線のロボット兵士は

それを恐れなく、戦闘可能であり、結局核兵器は非戦闘に使うしかない厳しい選択に攻め
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られる可能性が高いである。

確かに、人間の歴史は戦争の歴史だと言われており、戦争は人間にとって回避できない

行為の一つである可能性がある。しかしながら、例え、戦争は人間によって不可欠な行為

の一つとしても、無人兵器の技術発展段階から人の選択によって、無人戦争の中の人間死

傷を最小限に抑えることが可能だと考えられる。もし戦争の本質は政治目的を達成する主

張が正しいであれば、その政治目的を達成するには必ず自分の手を使うとは限らないであ

る。実際、代理戦争はその一つであり、政治的な立場が戦争状態に近い国がお互い相手し

たくないため、他の国を自分の主体として戦ってもらうやり方はあった。だから、人間が

戦争に参加せず、ロボットによる代理戦争の可能性は理論上十分あると考えられる。そし

て、無人戦争における人間参加を極めて抑えたり、人間殺害禁止も加えたりすれば、逆人

人的被害を今まで無いほど戦場規模があるにもかかわらず人的被害が少ない状況を作り

上げれることができる。

したがって、本論文は人工知能の定義から、軍事運用に関する技術発展や運用実例を通じ

て、人工知能は戦争をエスカレートにすることが必然なことであると考えている。しかし、

これから人工知能の軍事運用は阻止する必要が無く、人間を戦争から解放する方向で発展

した方が合理的だと主張する予定である。
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